
アメリカ大豆の品質: 2024年

Seth Naeve and Jesse Christenson

セス・ネーブ、ジェシー・クリステンソン

naeve002@umn.edu

2024年1月



https://www.nass.usda.gov/Charts_and_Maps/Crops_County/index.php#sb

エーカー

推定外

2023 年大豆収穫面積
（一部の州郡別）



https://www.nass.usda.gov/Charts_and_Maps/Crops_County/index.php#sb

2023 年大豆収穫量
（一部の州郡別）

エーカー当たりブッシェル

推定外



重要な気象現象



https://www.ncei.noaa.gov/access/monitoring/us-maps/

郡の降水量ランキング
2024年7月～9月
ランキング期間: 1895-2024
NOAA国立環境情報センター
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アメリカ大豆の品質: 2024年



タンパクと油分の歴史的変化



10年間の平均 - タンパク（2014-2023）



10年間の平均 –油分 （2014-2023）



時間の経過による変化



種子タンパク平均 2006年から2023年 油分平均 2006年から2023年



タンパク変化 油分変化 収量変化



2024年の調査結果



2024年の調査方法
• 8月には、州別の大豆生産量に基づいて3,889
人の大豆生産者にサンプルキットが郵送された。

• 2024年10月30日までに

1,132のサンプルが分析の

ために受け取られた。



研究室からのショートビデオ



タンパクと油分



2024年のアメリカ平均値

Region
Number of 
Samples

Protein (13%)
Change 

from 2023
Oil (13%)

Change 
from 2023

Seed Weight 
(g/100 seeds)

US Average 1130 33.9 19.8 16.0

Average of 

2024 Crop† 34.0 0.3 19.9 0.3 15.9

US 2014-2023 
avg. 34.1 19.3

†US average values weighted based on estimated production by state as estimated by USDA, 
NASS Crop Production Report (October 2024)

地域 サンプル数 タンパク 2023年からの変更 油分 2023年からの変更

アメリカ
平均

2024年
平均収穫量

2014-2023 
米国平均

重量



2024 - タンパク (%)



2024 –油分(%)



タンパク (%)差
2024 - 10年間の平均



油分(%)差
2024 - 10年間の平均



物理的特性



2024年 -水分の流入



2024年 -水分の流入



2024 Crop on an ”as-is” basis 

Region
Number of 
Samples

Protein
Change from 

2023
Oil

Change from 
2023

US Average 1130 (As-Is) 35 20.5

Average of 2024 
Crop†

(As-Is) 35.0 0.8 20.5 0.6

Average of 2024 
Crop*

(13%) 34.0 0.3 19.9 0.3

† Regional and US average values weighted based on estimated production by state as

 estimated by USDA, NASS Crop Production Report (October 2024)

* 13% moisture basis - US average values weighted based on estimated production by state

2024年の大豆“as-is”ベース

地域
サンプル数 2023年からの変更

油分
2023年からの変更

アメリカ平均

2024年平均♰

タンパク

2024年平均*

水分ベース



2024年 –重量



2024年 –試験重量



2024 - （％） 交雑物



品質のより良い基準：アミノ酸



• 大豆は複雑かつ変動の激しい製品/商品である。

• 従来の評価システムは実際の価値とはあまり相関しない。

• 大豆と大豆粕は、主にタンパクの間接的な指標である「粗
タンパク」に基づいて評価されてきた。

• 粗タンパクは、おそらく大豆（または大豆ミール）の価値を
測る最良の指標ではない。

• 隠れた価値を見つける最初の購入者は、追加の利益を獲
得するでしょう。

大豆の価値をより正確に測る方法



窒素 タンパク質 アミノ酸
必須アミノ
酸

利用可能
なアミノ酸
と必須アミ
ノ酸

CP（N）は品質の間接的な尺度である

測定対
象

動物に
必要な
もの



2024年 -必須アミノ酸5種
（リジン、メチオニン、
システイン、トリプトファン、
トレオニン）の合計



品質のより良い指標：可溶性糖



2024 – ショ糖



まとめ

• 生育期の早い時期に過剰な降雨があり、その後干ばつが起こり、大豆の
収量と品質に影響を及ぼした。

• 2024年の作物はタンパクと油分ともに豊富だったが、実際には「油糧作
物」である。

• 秋の乾燥した気候により、アメリカ全土で大豆の収穫は非常に乾燥したも
のとなった。

- “As-is”タンパクと油分のレベルは非常に高くなっている。
- 加工業者は、この作物から高いミールと油分の収量を得ることになる。




